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1 . 緒 言

蚕の絹糸腺 は、 大量の絹 タ ンパ ク 質 を 高 い効率で
合成 し 、 多 く の生物種の 中 で も 最 も優れた シ ス テム
の一つ を保有 し て い る 。 こ の高 い タ ンパ ク 質合成能

は、 応用 生物学、 生物工学、 基礎生物学の広い領域
に関連する 魅力 的 な対象で あ る に もかかわ ら ず、 こ
の分子機構の詳細 につ い ては ほ と ん ど知 ら れて い な
い。 本研究の 目 的 は、 高 い タ ンパ ク 質合成能に起因
する 要素を分子 レベルで解明 し 、 こ れ を利用する こ
と に あ る 。 本年度は、 タ ンパ ク 質合成の母胎 と な る
絹糸腺 リ ボ ソ ーム を 活性 を保持 し た状態で調 製 し、
その構造面で の特徴 を解析 した。

2 . 実験方法

5 齢 4-5 日 の蚕か ら 絹糸腺を摘出 し 、 細胞抽 出 を
得た。 こ れ よ り 差超遠心法 に よ り リ ボ ソ ーム を調製
し た。 リ ボ ソ ーム 亜粒子は リ ボ ソ ーム を ピユ ー ロ マ
イ シ ン と KCl 処理 し 、 し ょ 糖密度勾配達心に よ り 分
離 ・ 調製 し た 。 リ ボ ソ ーム の 活性は合成 poly (U) 
を mRNA とする poly (Phe) 合成能 に よ り 測定 し た。
リ ボ ソ ーム RNA は リ ボ ソ ーム よ り フ ェ ノ ールを用
いて抽出 し 、 ア ガ ロ ース ゲル電気泳動で分析 し た。
リ ボ ソ ーム タ ンパク 質 は リ ボ ソ ーム よ り 66 %酢酸
中で抽出 ・ 調製 し 、 二次元ポ リ ア ク リ ルア ミ ド ゲル
電気泳動 に よ り 分離解析 した。

3 . 結果 と 考察

10  g の絹糸腺よ り 、 約 20mg の リ ボ ソ ー ム が調
製さ れた。 得 ら れた リ ボ ソ ーム はペプチ ド鎖伸長因
子の ソ ー ス と して絹糸腺細胞上清分画 を 用 い た場合
高い poly (U) 依存 poly(Phe) 合成活性 を示 し、 活
性を保持 し た リ ボ ソ ーム を 調製する こ と に成功 した。
しか し 、 ブタ肝由 来の 因 子 を用 い た場合の活性は低
か っ た (図 1)。 一方、 ラ ッ ト 肝 の リ ボ ソ ーム はいず
れの細胞由来の 因 子で も 高 い活性 を示 し た (図 1)。

こ の よ う に 、 蚕 リ ボ ソーム では蚕由来の翻訳因子に
強い 特異性がみ ら れ、 リ ボ ソ ーム側に こ れに起因す
る特性があ る こ と が推察さ れた。
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図 1 . 蚕絹糸腺(A) と ラ ッ ト 肝臓(B)よ り 調製 し た リ
ボ ソ ーム の poly (U) 依存 poly (Phe) 合成活性。 翻
訳因子 と し て絹糸 腺細 胞上 清(S200) ま た は ブタ 肝
か ら 調製 し た 因子を用 い た。

蚕 リ ボ ソ ーム を構成す る rRNA と タ ンパク 質成分
を解析 し た と こ ろ 、 も っ と も 顕著な特徴 と し て 28S
rRNA の 中 央での切 断部位(hldden break) の存在で
あ る 。 シ ョ 糖密度勾配遠心法 に よ り 解析 し たサ ブユ
ニ ッ ト はラ ッ ト 同様40S と 60S の沈降速度を示 した
こ と よ り 、 RNA に切断部位があ る も の の タ ンパ ク 質
成分(種数は ラ ッ ト と類似 ) の結合 によ り 、 ラ ッ ト 同
様の リ ボ ソ ームサイ ズを保持 し 、 機能 して い る こ と
が示 さ れた。

4. 結論

蚕絹糸腺 よ り 、 高 い poly(Phe) 合成 活性 を保持
する リ ボ ソ ー ム を調 製 し た。 活性 を示す至適条件は
ラ ッ ト の も の と比較 し、 よ り 限定的で あ り 、 リ ボ ソ
ーム の構造面 の差 に起因する こ と が推察 さ れる 。 タ
ンパ ク 質成分 の数は ラ ッ ト の も の と類似 し て い たが、
28S rRNA 成分の 中 央部位 に切断部位が見 ら たが、
タ ンパク 質成分の結合 に よ り 、 ラ ッ ト 同様の粒子サ
イ ズ、 活性 を保持する こ と が示 さ れた。 " ‘ 2 
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